
　
昭
和
五
十
七
年
五
月
二
十
八
日
午
前
九

時
こ
ろ
、
土
の
薄
い
か
け
ら
が
ポ
ロ
ッ
と

は
が
れ
る
と
、
そ
こ
か
ら
は
鮮
や
か
な
桃

色
を
し
た
不
思
議
な
土
器
が
顔
を
出
し
ま

し
た
。
土
の
固
ま
り
を
て
い
ね
い
に
取
り

除
く
と
、
三
角
と
Ｓ
字
文
様
の
見
た
こ
と

も
な
い
土
器
の
姿
が
現
れ
、
発
掘
現
場
は

騒
然
と
な
り
ま
し
た
。
場
所
は
片
野
町
一

丁
目
（
糠
塚
）
に
あ
る
「
片
野
糠
塚
遺
跡
」

で
す
。
第
一
号
住
居
址
と
い
う
縄
文
前
期

後
半
（
約
六
千
年
前
）
の
床
か
ら
発
見
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
場
所
は
、
片
野
町
と
江
名
子
町
に

ま
た
が
り
、
後
ろ
に
は
標
高
一
〇
二
七
メ
ー

ト
ル
の
大
西
山
が
控
え
、
北
西
に
広
が
る

扇
状
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
久
々
野
町
へ

通
ず
る
古
道
「
牛
方
道
」

が
あ
り
、
古
く
は
久
々
野

と
高
山
を
結
ぶ
最
短
の
道

と
し
て
往
来
が
あ
り
ま
し

た
。

　
糠
塚
遺
跡
は
ず
い
ぶ
ん

前
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、

明
治
二
十
八
年
に
は
東
京

大
学
人
類
学
教
室
の
田
中

正
太
郎
（
高
山
出
身
）
が
、

ま
た
、
昭
和
九
年
に
は
江

馬
修
が
発
掘
す
る
な
ど
、

考
古
学
の
研
究
が
盛
ん
な

遺
跡
で
し
た
。
昭
和
五
十

七
年
、
土
地
改
良
総
合
整
備
事
業
で
田
畑

が
整
備
さ
れ
る
の
に
先
立
ち
、
調
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
‡

　
出
土
し
た
土
器
は
、
偏
平
な
円
盤
状
で
、

底
は
三
段
に
な
っ
て
い
ま
す
。
土
器
表
面

に
は
赤
い
色
が
塗
っ
て
あ
り
、
火
熱
を
受

け
て
黒
色
に
変
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
し
た
。
口
の
ま
わ
り
に
は
、
合
計
四

十
個
の
孔
が
あ
け
ら
れ
、
そ
の
用
途
が
何

で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
り
、

種
子
貯
蔵
、
酒
な
ど
の
醸
造
容
器
、
太
鼓

説
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
想
像
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
文
様
は
蛇
の
形
、
あ
る
い
は
木

の
葉
模
様
、
入
組
文
と
も
い
わ
れ
、
六
千

年
も
前
か
ら
こ
の
よ
う
な
幾
何
学
文
様
が

あ
っ
た
こ
と
は
注
目
に
値
し
ま
す
。
こ
の

土
器
様
式
は
「
関
東
諸
磯
ｂ
式
」
と
い
う

様
式
で
、
現
在
の
関
東
地
方
か
ら
は
る
ば

る
飛
騨
ま
で
文
化
が
伝
わ
っ
て
き
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

　
同
じ
住
居
の
跡
か
ら
、
も
う
一
つ
別
の

土
器
が
出
土
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
少
し

小
ぶ
り
で
文
様
が
全
く
な
い
も
の
の
、
形

は
底
が
三
段
に
な
っ
て
い
て
、
大
き
い
方

と
全
く
同
じ
で
す
。
発
見
さ
れ
た
状
況
は
、

大
小
の
浅
鉢
が
並
ん
で
い
て
（
出
土
状
況

写
真
）、
し
か
も
床
に
置
か
れ
て
か
ら
盛

大
な
焚
火
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
す
。
土
器

の
中
に
た
く
さ
ん
の
炭
が
詰
ま
っ
て
い
ま

し
た
が
、
お
そ
ら
く
住
居
を
廃
棄
す
る
と

き
に
、
祭
祀
が
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
こ
の
二
つ
の
土
器
は
、
縄
文
時
代
前
期

後
半
に
お
け
る
関
東
系
の
異
質
な
土
器
で
、

全
形
が
知
ら
れ
る
数
少
な
い
土
器
と
し
て
、

昭
和
六
十
三
年
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

〈
所
有
者
〉
高
山
市

〈
展
示
場
所
〉
市
郷
土
館

〈
時
　
代
〉
縄
文
時
代

〈
寸
　
法
〉

　
大
＝
高
さ
九
・
二
㎝
、
口
径
二
一
・
五

　
㎝
、
胴
径
三
五
・
〇
㎝

　
小
＝
高
さ
六
・
八
㎝
、
口
径
一
二
・
三

　
㎝
、
胴
径
二
〇
・
八
㎝

【
見
学
】
市
郷
土
館
受
付
へ

　
▽
入
館
料
＝
大
人
三
〇
〇
円
、
小
中
学

　
生
＝
一
五
〇
円
（
市
民
無
料
）
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風
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を
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【
国
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財
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浅
鉢
形
土
器
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た

シ
リ
ー
ズ
　高
山
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文
化
財
●４

出土した状況

浅鉢形土器（大・小）

真
上
か
ら
撮
影

真
下（
底
）か
ら
撮
影
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